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(57)【要約】
【課題】撮影モードやシーン選択に応じた機能設定を自
動的に切り換えることによって、使用者における操作を
簡素化することができるとともに、常に最適な撮影条件
を設定することができる撮像装置を提供する。
【解決手段】モードダイヤル１２を操作して選択される
撮影モードと、選択されるＡＦ方式（位相差検出方式、
山登り方式）とに基づいて、顔認識機能やＩ－ＩＳＯの
設定を自動的に行う構成としたことにより、使い勝手を
向上させることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を視認するための光学ファインダーと、
　被写体像を画像信号に変換して出力する撮像手段と、
　前記撮像手段に対する被写体像の焦点検出を行う焦点検出手段と、
　前記焦点検出手段の検出結果に基づきフォーカスレンズを駆動可能なフォーカス制御手
段と、
　前記撮像手段から出力される画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、
　前記光学ファインダーで被写体像を視認可能な第１の動作モードと、前記撮像手段から
出力される画像信号に基づく画像を前記表示手段に表示する第２の動作モードとを、選択
的に切り換え可能なモード選択手段と、
　撮影シーンを選択可能なシーン選択手段と、
　上記各手段の動作を制御する制御手段とを備え、
　前記フォーカス制御手段は、
　　複数のフォーカス制御方法を選択的に動作可能であり、
　前記制御手段は、
　　前記モード選択手段で前記第２の動作モードが選択されている場合に、前記シーン選
択手段における選択内容に応じて、前記フォーカス制御手段におけるフォーカス制御方法
を切り換える、撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　前記モード選択手段で前記第２の動作モードが選択されている場合に、前記シーン選
択手段における選択内容に応じて、前記撮像手段におけるＩＳＯ感度の値を変更する、請
求項１記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラなどの撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラなどの撮像装置には、装置側で自動的に合焦動作を行うことがで
きるオートフォーカス（以下ＡＦと称する）機能が搭載されている。
【０００３】
　レンズ交換式一眼レフカメラにおいては、一般的に位相差検出方式を用いたＡＦ制御を
実行可能に構成されている。また、コンパクトタイプのデジタルカメラにおいては、一般
的に画像のコントラストに基づきフォーカスレンズを合焦位置へ移動させるコントラスト
検出方式（所謂、山登り方式のことであり、以下の説明では「山登り方式」と称する場合
がある）を用いたＡＦ制御を実行可能に構成されている。一方で、近年のレンズ交換式一
眼レフカメラは、光学ファインダーで光学的画像を視認可能なＯＶＦモードと、撮像素子
で撮像している画像（スルー画像）を液晶モニタにリアルタイムに表示するライブビュー
モードとを備えている機種がある。
【０００４】
　このような構成において、ＯＶＦモードでは位相差検出方式の焦点検出方式を用いたＡ
Ｆ制御が適しており、ライブビューモードでは山登り方式の焦点検出方式を用いたＡＦ制
御が適している。特許文献１には、ＯＶＦモード／ライブビューモードの切り換えに応じ
て、焦点検出方式を自動的に切り換える構成が開示されている。
【特許文献１】特開２０００－３３３０６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら特許文献１に開示されている構成では、位相差検出方式を用いたＡＦ制御
と山登り方式を用いたＡＦ制御の設定条件に対する顔認識機能やＩＳＯ感度などの機能設
定を、使用者が手動で行わなければならず、操作が煩雑になるという問題があった。
【０００６】
　本発明の目的は、撮影モードやシーン選択に応じた機能設定を自動的に切り換えること
によって、使用者における操作を簡素化することができるとともに、常に最適な撮影条件
を設定することができる撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の撮像装置は、被写体像を視認するための光学ファインダーと、被写体像を画像
信号に変換して出力する撮像手段と、前記撮像手段に対する被写体像の焦点検出を行う焦
点検出手段と、前記焦点検出手段の検出結果に基づきフォーカスレンズを駆動可能なフォ
ーカス制御手段と、前記撮像手段から出力される画像信号に基づく画像を表示する表示手
段と、前記光学ファインダーで被写体像を視認可能な第１の動作モードと、前記撮像手段
から出力される画像信号に基づく画像を前記表示手段に表示する第２の動作モードとを、
選択的に切り換え可能なモード選択手段と、撮影シーンを選択可能なシーン選択手段と、
上記各手段の動作を制御する制御手段とを備え、前記フォーカス制御手段は、複数のフォ
ーカス制御方法を選択的に動作可能であり、前記制御手段は、前記モード選択手段で前記
第２の動作モードが選択されている場合に、前記シーン選択手段における選択内容に応じ
て、前記フォーカス制御手段におけるフォーカス制御方法を切り換えるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、使用者における操作を簡素化することができるとともに、常に最適な
撮影条件に設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の撮像装置において、前記制御手段は、前記モード選択手段で前記第２の動作モ
ードが選択されている場合に、前記シーン選択手段における選択内容に応じて、前記撮像
手段におけるＩＳＯ感度の値を変更する構成とすることができる。このような構成とする
ことにより、使用者においてＩＳＯ感度の設定を行う必要がなくなるため、操作を簡素化
することができるとともに、常に最適な撮影条件を設定することができる。
【００１０】
　（実施の形態）
　　〔１．撮像装置の構成〕
　図１は、本実施の形態の撮像装置の外観を示す。図１に示すように、撮像装置１は、デ
ジタル一眼レフカメラで構成され、レリーズボタン１１、モードダイヤル１２、十字キー
１３、液晶モニタ（以下ＬＣＤと称する）１４、切り換えスイッチ１５、および光学ビュ
ーファインダー（以下ＯＶＦと称する）１６を備えている。また、撮像装置１は、ＯＶＦ
１６で光学的画像を視認可能なＯＶＦモード（第１の動作モード）と、ＬＣＤ１４で電気
的画像を視認可能なライブビューモード（第２の動作モード。以下ＬＶモードと称する）
とを選択的に移行させることができる。
【００１１】
　レリーズボタン１１は、使用者による押圧操作を受け付け、使用者によって押圧操作さ
れることでオートフォーカス（以下ＡＦと称する）操作および撮影操作を行うことができ
る。レリーズボタン１１は、半押し操作することで第１のスイッチをオンにすることがで
き、全押し操作することで第２のスイッチをオンにすることができ、第１のスイッチがオ
ンになることで撮像装置１がＡＦ動作を行い、第２のスイッチがオンになることで撮像装
置１が撮影動作を行うように構成されている。
【００１２】
　モードダイヤル１２は、回転可能に配され、使用者によって回転操作されることで複数
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の撮影モードの中から所望の撮影モードを選択することができる。図２は、モードダイヤ
ル１２の上面の構成を示す。図２に示すように、モードダイヤル１２の上面には、各撮影
モードを表すマーク１２ａ～１２ｍが記されている。本実施の形態で選択可能な撮影モー
ドは、プログラムモード（マーク１２ａ）、絞り優先モード（マーク１２ｂ）、シャッタ
ースピード優先モード（マーク１２ｃ）、マニュアルモード（マーク１２ｄ）、カスタム
モード（マーク１２ｅ）、シーンモード（マーク１２ｆ）、夜景人物モード（マーク１２
ｇ）、スポーツモード（マーク１２ｈ）、マクロモード（マーク１２ｉ）、風景モード（
マーク１２ｊ）、人物モード（マーク１２ｋ）、およびフルオートモード（１２ｍ）であ
る。使用者は、モードダイヤル１２を矢印ＣまたはＤに示す方向へ回転操作して、所望の
撮影モードに対応するマークを撮像装置１の筐体に記載された基準マーク（不図示）に合
わせることによって、撮像装置１は当該マークに対応する撮影モードに移行するように構
成されている。モードダイヤル１２は、シーン選択手段の一例である。
【００１３】
　十字キー１３は、上方向ボタン１３ａ、下方向ボタン１３ｂ、左方向ボタン１３ｃ、右
方向ボタン１３ｄ、およびセンターボタン１３ｅで構成されている。十字キー１３は、例
えばＬＣＤ１４にメニュー画面などを表示している時は、メニュー画面内のカーソルを上
下左右方向へ移動させることができ、センターボタン１３ｅを操作することで決定操作な
どを行うことができる。また、メニュー画面を表示している時以外の時（撮影時など）は
、十字キー１３を構成している各ボタンそれぞれに、専用の機能を割り当てることもでき
る。例えば、上方向ボタン１３ａにＩＳＯ設定機能を割り当て、下方向ボタン１３ｂにホ
ワイトバランス設定機能を割り当てることができる。
【００１４】
　ＬＣＤ１４は、撮像装置１がＯＶＦモードの時は、モードダイヤル１２で選択されてい
る撮影モード、各種設定情報、撮影可能な画像の枚数などの情報を表示することができる
。また、撮像装置１がＬＶモードの時は、モードダイヤル１２で選択されているモード、
各種設定情報、撮影可能な画像の枚数などの情報とともに、撮像装置で撮像されている電
気的画像を表示することができる。なお、ＬＣＤ１４に表示する情報は上記に限らない。
また、ＬＣＤ１４に表示する情報は、表示可能な全ての情報の中から一部の情報のみを表
示してもよいし、表示しないようにしてもよい。また、ＬＣＤ１４は、液晶ディスプレイ
パネルに限らず、ＥＬディスプレイパネルなどの他の表示素子で構成されていてもよい。
ＬＣＤ１４は、表示手段の一例である。
【００１５】
　切り換えスイッチ１５は、矢印ＡまたはＢに示す方向へスライド操作することで、ＯＶ
ＦモードとＬＶモードとを切り換えることができる。なお、本実施の形態では、２接点の
スライドスイッチで構成されているが、押しボタンスイッチやレバー式スイッチなどの他
のスイッチで構成されていても良い。切り換えスイッチ１５は、モード選択手段の一例で
ある。
【００１６】
　ＯＶＦ１６は、覗き込むことで光学的画像を視認することができる。なお、撮像装置１
がＬＶモードの時は、レンズ側から入射する光学的画像は撮像素子に導かれ、ＯＶＦ１６
へは導かれないため、ＯＶＦ１６で光学的画像を視認することができない。
【００１７】
　図３及び図４は、撮像装置１の内部構成を示す。図３は、撮像装置がＯＶＦモードの時
の状態を示し、切り換えスイッチ１５（図１参照）をＯＶＦ側へスイッチングすることに
より図３に示す状態になる。図４は、撮像装置１がＬＶモードの時の状態を示し、切り換
えスイッチ１５をＬＶ側へスイッチングすることにより図４に示す状態になる。図３及び
図４において、図１に示す構成と同様の構成については、同一番号を付与して説明は省略
する。また、図３及び図４に示すように、撮像装置１は、大きく分けてボディ１００と交
換レンズ２００とから構成されている。
【００１８】
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　ボディ１００は、ボディマイコン１１０、メインミラー１２１ａ、サブミラー１２１ｂ
、ミラー駆動部１２２、シャッター１２３、シャッター駆動部１２４、焦点板１２５、ペ
ンタプリズム１２６、撮像素子１３０、ＡＦセンサ１３２、ＡＥセンサ１３３（AE:Auto 
Exposure）、および接眼レンズ１３６を備えている。
【００１９】
　ボディマイコン１１０は、ボディ１００における各種シーケンスを制御する。また、ボ
ディマイコン１１０は、レンズマイコン２１０との間で双方向の情報通信を行うことがで
きる。また、ボディマイコン１１０は、レリーズボタン１１またはモードダイヤル１２が
使用者によって操作されることにより、ボディ１００内の各部を動作制御するとともに、
レンズマイコン２１０（後述）に対して制御信号を出力する。また、ボディマイコン１１
０は、撮像素子１３０から出力される画像信号をデジタル信号である画像データに変換す
るとともに、ホワイトバランス制御などの各種信号処理を行うことができる。また、ボデ
ィマイコン１１０は、信号処理により得られた画像データを外部メモリーユニット（不図
示）に出力することができる。また、ボディマイコン１１０は、信号処理により得られた
画像データをＬＣＤ１４に出力することができる。また、ボディマイコン１１０は、ミラ
ー駆動部１２２及びシャッター駆動部１２４を駆動制御することができる。また、ボディ
マイコン１１０は、ＡＦセンサ１３２から出力される検出信号に基づき、フォーカスレン
ズ２６０を駆動するようレンズマイコン２１０に命令を出力することができる。
【００２０】
　メインミラー１２１ａは、ハーフミラーで構成され、交換レンズ２００側から入射する
光学的画像を焦点板１２５側へ反射することができるとともに、サブミラー１２１ｂ側へ
透過することができる。また、メインミラー１２１ａは、ミラー駆動部１２２によって、
図３に示すように光軸Ｌ上に位置する状態と、図４に示すように光軸Ｌから退避した状態
とをとることができる。
【００２１】
　サブミラー１２１ｂは、交換レンズ２００側から入射する光学的画像をＡＦセンサ１３
２側へ反射する。また、サブミラー１２１ｂは、ミラー駆動部１２２によって、図３に示
すように光軸Ｌ上に位置する状態と、図４に示すように光軸Ｌから退避した状態とをとる
ことができる。
【００２２】
　ミラー駆動部１２２は、ボディマイコン１１０からの命令に基づき、メインミラー１２
１ａ及びサブミラー１２１ｂを駆動することができる。
【００２３】
　シャッター１２３は、所定のタイミングで光軸Ｌを横切るように駆動する先幕１２３ａ
及び後幕１２３ｂで構成されている。シャッター１２３は、撮像素子１３０の撮像面に対
向する位置に配され、交換レンズ２００側から撮像素子１３０に入射する光学的画像を通
過または遮断することができる。
【００２４】
　シャッター駆動部１２４は、ボディマイコン１１０からの命令に基づき、先幕１２３ａ
及び後幕１２３ｂを駆動することができる。
【００２５】
　焦点板１２５は、メインミラー１２１ａを反射した光学的画像を結像する。
【００２６】
　ペンタプリズム１２６は、焦点板１２５で結像した光学的画像を内部で反射し、接眼レ
ンズ１３６側へ導く。ＯＶＦ１６（図１参照）は、本実施の形態では焦点板１２５、ペン
タプリズム１２６、および接眼レンズ１３６によって構成され、使用者は接眼レンズ１３
６の外側から光学的画像を視認することができる。
【００２７】
　撮像素子１３０は、交換レンズ２００を介して入射する光学的画像を、電気的画像であ
る画像信号に変換して出力することができる。撮像素子１３０は、ＣＣＤイメージセンサ
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ーやＣＭＯＳイメージセンサーで構成することができる。また、撮像素子１３０は、撮像
手段及び焦点検出手段（山登り方式の場合）の一例である。
【００２８】
　ＡＦセンサ１３２は、サブミラー１２１ｂで反射した光学的画像を撮像し、光学的画像
の合焦状態を検出することができる。ＡＦセンサ１３２は、ＣＣＤイメージセンサーなど
の撮像素子で構成され、本実施の形態ではラインセンサーで構成されている。なお、ＡＦ
センサ１３２は、焦点検出手段（位相差検出方式の場合）の一例である。
【００２９】
　ＡＥセンサ１３３は、焦点板１２５を透過した光学的画像の一部を検出し、入射してい
る光学的画像の光量を計測することができる。ＡＥセンサ１３３で計測された光量の情報
は、ボディマイコン１１０に送られる。
【００３０】
　交換レンズ２００は、レンズマイコン２１０、対物レンズ２２０、ズームレンズ２３０
、ズームモータ２３１、絞り２４０、ぶれ補正ユニット２５０、フォーカスレンズ２６０
、およびフォーカスモータ２６１を備えている。
【００３１】
　レンズマイコン２１０は、ボディマイコン１１０からの命令に基づき、ズームモータ２
３１、絞り２４０，ぶれ補正ユニット２５０、フォーカスモータ２６１の動作を制御する
ことができる。また、レンズマイコン２１０は、交換レンズ２００のレンズ固有情報が内
蔵メモリに書き込まれており、ボディマイコン１１０からの要求によりレンズ固有情報を
ボディマイコン１１０へ送信することができる。なお、レンズ固有情報には、焦点距離の
情報や、開放絞り値の情報などが含まれている。
【００３２】
　ズームレンズ２３０は、ズームモータ２３１からの制御により光軸Ｌ方向に駆動可能に
配され、光学的画像の拡大または縮小を行うことができる。ズームモータ２３１は、レン
ズマイコン２４０からの命令に基づき、ズームレンズ２３０を駆動することができる。
【００３３】
　絞り２４０は、光軸Ｌに略直交する方向へ移動可能な複数枚の羽根を備え、その羽根を
光軸Ｌの中心方向あるいは光軸Ｌから離れる方向へ移動させて、ズームレンズ２３０側か
ら手振れ補正ユニット２５０側へ通過する光量を制御することができる。
【００３４】
　ぶれ補正ユニット２５０は、レンズマイコン２１０からの制御により、手振れ補正レン
ズを光軸Ｌに略直交する方向へ移動させて、光学的画像のぶれを補正するものである。な
お、ぶれ補正ユニット２５０は、必須の構成ではなく、ボディ１側でぶれ検知を行う手段
及びぶれ補正ユニット２５０に相当する構成を備えてもよい。その場合は、例えば撮像素
子１３０を光軸Ｌに対して直交する方向にシフトさせて、画像のぶれを補正する構成が考
えられる。また、ぶれ検出及びぶれ補正を行う手段を備えない構成でもよい。
【００３５】
　フォーカスレンズ２６０は、フォーカスモータ２６１からの制御に基づき、光軸Ｌ方向
に移動可能に配され、光軸Ｌ方向に移動することにより焦点位置を変えることができる。
フォーカスモータ２６１は、レンズマイコン２１０からの命令により、フォーカスレンズ
２６０を光軸Ｌ方向へ駆動することができる。なお、フォーカスレンズ２６０及びフォー
カスモータ２６１は、フォーカス制御手段の一例である。
【００３６】
　　〔２．撮像装置の基本動作〕
　　〔２－１．ＯＶＦモード時の基本動作〕
　撮像装置１がＯＶＦモードの時は、図３に示すようにメインミラー１２１ａ及びサブミ
ラー１２１ｂは光軸Ｌ上に位置している。これにより、交換レンズ２００を介してボディ
１１０に入射する光学的画像は、メインミラー１２１ａで焦点板１２５側へ反射するとと
もに、サブミラー１２１ｂ側へ透過する。焦点板１２５に入射する光学的画像は、ペンタ
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プリズム１２６を介して接眼レンズ１３６へ導かれるとともに、ＡＥセンサ１３３へ導か
れる。使用者は、ＯＶＦ１６を覗き込むことで、接眼レンズ１３６を介した光学的画像を
視認することができる。また、ＡＥセンサ１３３は、入射する光学的画像の光量を計測し
、その計測結果をボディマイコン１１０へ送る。
【００３７】
　一方、サブミラー１２１ｂは、メインミラー１２１ａを透過した光学的画像をＡＦセン
サ１３２側へ反射する。ＡＦセンサ１３２は、入射する光学的画像を電気信号に変換し、
その電気信号をボディマイコン１１０へ送る。
【００３８】
　次に、レリーズボタン１１が半押し操作されると、ボディマイコン１１０は、ＡＦセン
サ１３２から出力される電気信号に基づきデフォーカス量を算出し、算出したデフォーカ
ス量をレンズマイコン２１０へ送る。レンズマイコン２１０は、ボディマイコン１１０か
ら送られるデフォーカス量に基づき、フォーカスモータ２６１へ駆動命令を出力する。フ
ォーカスモータ２６１は、レンズマイコン２１０の駆動命令に基づきフォーカスレンズ２
６０を光軸Ｌ方向へ、デフォーカス量に相当する量を移動させる、これにより、ＡＦ動作
を行うことができる。
【００３９】
　次に、レリーズボタン１１が全押し操作されると、ボディマイコン１１０は、ミラー駆
動部１２２に対して、ミラーを退避するよう命令する。ミラー駆動部１２２は、ボディマ
イコン１１０からの命令に基づき、メインミラー１２１ａ及びサブミラー１２１ｂを図３
に示す状態から図４に示す状態へ移行させる。次に、図４に示すように、ボディマイコン
１１０は、シャッター駆動部１２４に対してシャッター１２３を駆動するよう命令する。
シャッター駆動部１２４は、ボディマイコン１１０からの命令に基づき、先幕１２３ａ及
び後幕１２３ｂを所定のタイミングで光軸Ｌを横切るように移動させ、撮像素子１３０に
入射する光量を制御する。撮像素子１３０は、シャッター１２３を介して入射する光学的
画像を電気的画像（以下画像信号と称する）に変換して、ボディマイコン１１０へ出力す
る。ボディマイコン１１０は、撮像素子１３０から出力される画像信号に対して、ＹＣ処
理や圧縮処理などの各種信号処理を行い、画像データを生成する。ボディマイコン１１０
は、生成した画像データをＬＣＤ１４に出力する。ＬＣＤ１４は、ボディマイコン１１０
から出力される画像データに基づく画像を表示する。また、ボディマイコン１１０は、メ
モリカードなどの情報媒体（不図示）へ画像データを記録するよう制御する。
【００４０】
　ボディマイコン１１０は、画像の撮影が終われば、再び図３に示す状態になるように各
部を制御する。
【００４１】
　　〔２－２．ＬＶモード時の基本動作〕
　撮像装置１がＬＶモードの時は、図４に示すようにメインミラー１２１ａ及びサブミラ
ー１２１ｂは光軸Ｌから退避した位置にある。これにより、交換レンズ２００を介してボ
ディ１００に入射する光学的画像は、シャッター１２３を介して撮像素子１３０に入射し
ている。撮像素子１３０は、入射する光学的画像を電気的画像に変換して、ボディマイコ
ン１１０へ画像信号を出力する。ボディマイコン１１０は、撮像素子１３０から出力され
る画像信号をＬＣＤ１４へ出力する。ＬＣＤ１４は、ボディマイコン１１０から出力され
る画像信号に基づき、画像を表示する。すなわち、ＬＣＤ１４には、撮像素子１３０で撮
像中のリアルタイム画像（スルー画像）が表示される。
【００４２】
　次に、レリーズボタン１１が半押し操作されると、ボディマイコン１１０は、レンズマ
イコン２１０から現在のフォーカスレンズ２６０の位置情報を取得し、フォーカスレンズ
２６０を光軸Ｌ方向へ移動させるようレンズマイコン２１０に命令する。レンズマイコン
２１０は、ボディマイコン１１０からの命令により、フォーカスモータ２６１を制御して
、フォーカスレンズ２６０を光軸Ｌ方向へ微小距離移動させる。ボディマイコン１１０は
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、フォーカスレンズ２６０の移動が完了すれば、撮像素子１３０から出力される電気的画
像に基づき、ＡＦ検波値を計測するＡＦ検波を行う。ＡＦ検波値は、電気的画像のコント
ラスト評価値に相当する。このようにフォーカスレンズ２６０の駆動を繰り返し行い、Ａ
Ｆ検波値が最大となるタイミングでフォーカスレンズ２６０の駆動を停止させる。これに
より、ＡＦ動作を行うことができる。
【００４３】
　次に、レリーズボタン１１が全押し操作されると、ボディマイコン１１０は、シャッタ
ー駆動部１２４に対してシャッター１２３を駆動するよう命令する。シャッター駆動部１
２４は、ボディマイコン１１０からの命令に基づき、先幕１２３ａ及び後幕１２３ｂを所
定のタイミングで光軸Ｌを横切るように移動させ、撮像素子１３０に入射する光量を制御
する。撮像素子１３０は、シャッター１２３を介して入射する光学的画像を電気的画像（
以下画像信号と称する）に変換して、ボディマイコン１１０へ出力する。ボディマイコン
１１０は、撮像素子１３０から出力される画像信号に対して、ＹＣ処理や圧縮処理などの
各種信号処理を行い、画像データを生成する。ボディマイコン１１０は、生成した画像デ
ータをＬＣＤ１４に出力する。ＬＣＤ１４は、ボディマイコン１１０から出力される画像
データに基づく画像を表示する。また、ボディマイコン１１０は、メモリカードなどの情
報媒体（不図示）へ画像データを記録するよう制御する。
【００４４】
　　〔２－３．各撮影モードにおける動作〕
　図５Ａ～図５Ｄは、本実施の形態の撮像装置１における撮影モード毎の動作フローを示
す。まず、図５Ａに示すように、撮像装置１の電源が投入されると、ボディマイコン１１
０はモードダイヤル１２（図１及び図２参照）の選択状態を確認する（Ｓ１）。
【００４５】
　モードダイヤル１２において、フルオートモード（図２のマーク１２ｍ）が選択されて
いる場合（Ｓ１におけるＡ判断）は、図５Ｂに示す動作フローへ進む。また、モードダイ
ヤル１２において、シーンセレクトモードに含まれる撮影モードが選択されている場合（
Ｓ１におけるＢ判断）は、図５Ｃに示す動作フローへ進む。また、モードダイヤル１２に
おいて、フルオートモード及びシーンセレクトモード以外の撮影モードが選択されている
場合（Ｓ１におけるＣ判断）は、図５Ｄに示す動作フローへ進む。なお、シーンセレクト
モードには、シーンモード（図２のマーク１２ｆ）、夜景人物モード（図２のマーク１２
ｇ）、スポーツモード（図２のマーク１２ｈ）、マクロモード（図２のマーク１２ｉ）、
風景モード（図２のマーク１２ｊ）、および人物モード（図２のマーク１２ｋ）の各撮影
モードが含まれる。したがって、図５Ｄに示す動作フローへ進むのは、プログラムモード
（図２のマーク１２ａ）、絞り優先モード（図２のマーク１２ｂ）、シャッタースピード
優先モード（図２のマーク１２ｃ）、マニュアルモード（図２のマーク１２ｄ）、および
カスタムモード（図２のマーク１２ｅ）のうちの一つの撮影モードが選択されている時に
なる。
【００４６】
　　〔２－３－１．フルオートモードにおける動作〕
　図５Ｂに示すように、撮像装置１がフルオートモードに移行すると（Ｓ１１）、ボディ
マイコン１１０は、切り換えスイッチ１５においてＯＶＦモード／ＬＶモードのどちらが
選択されているかを確認する。ＬＶモードが選択されている場合はＳ１３に進み、ＯＶＦ
モードが選択されている場合はＳ１６に進む（Ｓ１２）。
【００４７】
　切り換えスイッチ１５においてＬＶモードが選択されている場合は、Ｉ－ＩＳＯ機能を
オンに設定する（Ｓ１３）。ここで、Ｉ－ＩＳＯ機能（I-ISO:Intelligent-Internationa
l Organization for Standardization）とは、撮像装置１において、その時の撮影シーン
に適したＩＳＯ感度に自動的に設定を行う機能である。また、本ステップでは、ＩＳＯ機
能の設定がＩ－ＩＳＯに固定され、使用者によるＩＳＯ感度の任意設定を禁止するよう制
御する。本実施の形態では、十字キー１３の上方向ボタン１３ａにＩＳＯ感度の任意設定
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機能を割り当てているが、本ステップにおける処理が行われることにより上方向ボタン１
３ａの操作を無効にしている。
【００４８】
　次に、ボディマイコン１１０は、ＡＦ方式の選択内容を確認する。本実施の形態では、
ＯＶＦモードでは位相差検出方式によるＡＦ制御を行うように構成されているが、ＬＶモ
ードでは位相差検出方式と山登り方式とを使用者が選択可能に構成されている。図８及び
図９は、ＬＶモードにおけるＡＦ方式の選択を行うことができる画面表示を示す。図８及
び図９に示すようなメニュー画面をＬＣＤ１４に表示させ、十字キー１３の上方向ボタン
１３ａまたは下方向ボタン１３ｂを操作してカーソル８３をマーク８１または８２に合わ
せ、センターボタン１３ｅを操作することで、所望のＡＦ方式を選択することができる。
図８は山登り方式が選択されている状態で、図９は位相差検出方式が選択されている状態
を示す。山登り方式が選択されている場合はＳ１５に進み、位相差検出方式が選択されて
いる場合はＳ１６に進む（Ｓ１４）。
【００４９】
　次に、ボディマイコン１１０は、ＡＦ方式として山登り方式が選択されている場合は、
顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオンにする（Ｓ１５）。なお、フルオートモードにお
いて山登り方式でＡＦ制御を行う場合は、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能がオンに固定
され、使用者による操作によってこのオン状態を解除することはできない。
【００５０】
　ここで、顔認識ＡＦとは、撮像素子１３０で撮像されている画像中に、人物の顔が存在
するか否かを目や口などの存在に基づき判断し、もし画像中に人物の顔が存在する場合は
その顔に対してピントが合うようにＡＦ制御を行う機能である。また、顔中心ＡＥとは、
画像中に人物の顔が存在する場合に、その顔部分の画像の明るさが最適になるように絞り
２４０の絞り値を自動制御する機能である。すなわち、顔部分の明るさを中心に、画像全
体の明るさを調整する機能である。
【００５１】
　一方、ボディマイコン１１０は、切り換えスイッチ１５においてＯＶＦモードが選択さ
れている場合（Ｓ１２）、あるいはＬＶモードにおいて位相差検出方式の測距方式が選択
されている場合（Ｓ１４）は、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオフにする。なお、位
相差検出方式でＡＦ制御を行う場合は、メインミラー１２１ａ及びサブミラー１２１ｂが
図３に示すように光軸Ｌ上に位置しているため、撮像素子１３０に光学的画像が入射せず
、したがって顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオンにすることはできない（Ｓ１６）。
【００５２】
　なお、フルオートモードにおける切り換えスイッチ１５の設定（ＯＶＦモードまたはＬ
Ｖモード）、ＡＦ方式、Ｉ－ＩＳＯ機能の設定についてまとめたものを（表１）に示す。
なお、（表１）のＩ－ＩＳＯ機能の設定内容における「固定」とは、設定内容をＩ－ＩＳ
Ｏ機能オンに固定するという意味であり、ＩＳＯ感度の値を固定するという意味ではない
。
【００５３】
【表１】

【００５４】
　　〔２－３－２．シーンセレクトモードにおける動作〕
　図５Ｂに示すように、撮像装置１がシーンセレクトモードに含まれる撮影モードのうち
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の１つの撮影モードに移行すると（Ｓ２１）、ボディマイコン１１０は、切り換えスイッ
チ１５においてＯＶＦモード／ＬＶモードのどちらが選択されているかを確認する。ＬＶ
モードが選択されている場合はＳ２３に進み、ＯＶＦモードが選択されている場合はＳ２
８に進む（Ｓ２２）。
【００５５】
　次に、切り換えスイッチ１５においてＬＶモードが選択されている場合は、Ｉ－ＩＳＯ
機能をオンに設定する（Ｓ２３）。また、本ステップでは、ＩＳＯ機能の設定がＩ－ＩＳ
Ｏに固定され、使用者によるＩＳＯ感度の任意設定を禁止するよう制御する。本実施の形
態では、十字キー１３の上方向ボタン１３ａにＩＳＯ感度の任意設定機能を割り当ててい
るが、本ステップにおける処理が行われることにより上方向ボタン１３ａの操作を無効に
している。
【００５６】
　次に、ボディマイコン１１０は、ＡＦ方式の設定内容を確認する。本実施の形態では、
ＯＶＦモードでは位相差検出方式によるＡＦ制御を行うように構成されているが、ＬＶモ
ードでは位相差検出方式と山登り方式とを使用者が選択可能に構成されている。ＡＦ方式
の選択は、例えばＬＣＤ１４にメニュー画面を表示させ、十字キー１３を操作することで
選択可能である。山登り方式が選択されている場合はＳ２５に進み、位相差検出方式が選
択されている場合はＳ２８に進む（Ｓ２４）。
【００５７】
　次に、ボディマイコン１１０は、ＡＦ方式として山登り方式が選択されている場合は、
モードダイヤル１２で選択されている撮影モードが人物撮影関連の撮影モードか否かを判
断する。本実施の形態において、人物撮影関連の撮影モードには、人物モード（図２のマ
ーク１２ｋ）、夜景人物モード（図２のマーク１２ｇ）、および赤ちゃん撮影モードが含
まれる。赤ちゃん撮影モードは、モードダイヤル１２でシーンモード（図２のマーク１２
ｆ）を選択した際にＬＣＤ１４に表示される各種シーンモードの中から選択が可能な撮影
モードである。人物撮影関連の撮影モードが選択されている場合はＳ２６に進み、それ以
外の場合はＳ２７に進む（Ｓ２５）。
【００５８】
　次に、人物関連の撮影モードが選択されている場合は、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機
能オンを初期設定の状態にする（Ｓ２６）。すなわち、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能
は、撮像装置１の電源を投入する度にオンに自動設定される。その後は、所定の操作を行
うことにより、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオフ（ＡＦエリア選択）または再度オ
ンにすることができる。
【００５９】
　また、Ｓ２５における判定処理において、人物撮影関連以外の撮影モードが選択されて
いる場合は、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能を設定可能な状態にする（Ｓ２７）。すな
わち、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能は、撮像装置１の電源を投入する度に、従前にさ
れた状態（従前に選択されたＡＦエリア）に自動設定される。その後は、所定の操作を行
うことにより、ＡＦエリアを変更したり、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオンにする
ことができる。
【００６０】
　ここで、Ｓ２６またはＳ２７に示す設定が行われた後、ＡＦ制御を行う際のＡＦエリア
を選択することができる。図６は、ＡＦエリアを選択するための画面表示である。ボディ
マイコン１１０は、Ｓ２６またはＳ２７に示す状態の時に十字キー１３の右方向ボタン１
３ｄが操作されることで、ＬＣＤ１４に図６に示す表示を行う。本実施の形態の撮像装置
１で設定可能なＡＦエリアは、画像を３×３の９個のエリアに分割してそのうちのいずれ
か１カ所のエリアにおいて合焦を行う９点エリア（マーク６２）と、画像の中心エリアと
その周囲の４個のエリアのうちのいずれか１カ所のエリアにおいて合焦を行う５点エリア
（マーク６３）と、画像の中心エリアのみにおいて合焦を行う１点エリア（マーク６４）
と、画像における人物の顔の認識動作を行い、人物の顔を認識した際にその顔に対して合
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焦を行う顔認識ＡＦ（マーク６１）とがある。図６に示す表示を行っている状態で、十字
キー１３の左方向ボタン１３ｃまたは右方向ボタン１３ｄを操作することで、カーソル６
５を左右に移動させることができ、設定したいＡＦエリアに対応するマークにカーソル６
５を合わせた状態で、センターボタン１３ｅを操作することで、ＡＦエリアを決定するこ
とができる。なお、Ｓ２６においては初期設定として顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能が
オンになり、Ｓ２７においては従前のＡＦエリア選択が維持されるが、上記のようにＡＦ
エリア選択操作を行うことで、所望のＡＦエリアを選択したり、顔認識ＡＦ及び顔中心Ａ
Ｅの機能をオンにしたりすることができる。
【００６１】
　なお、図６に示すＡＦエリアの選択は、山登り方式のＡＦ制御を行う際にのみ行うこと
ができる。位相差検出方式のＡＦ制御における設定は、例えば図７に示す表示において行
うことができる。図７は、ＬＣＤ１４に表示可能な位相差検出方式の設定画面である。図
７に示すように、位相差検出方式の設定画面では、中央フレーム７２と左フレーム７３と
右フレーム７４とから構成されるＡＦフレーム７１が表示されている。この状態で十字キ
ー１３の左方向ボタン１３ｃまたは右方向ボタン１３ｄを操作することで、表示されてい
る中央フレーム７２と左フレーム７３と右フレーム７４のうちのいずれか１つまたは全部
が着色表示や点滅表示などに切り替わる。これにより、ＡＦ時に画像の中央に合焦する中
央設定（例えば中央フレーム７２のみが着色表示）、ＡＦ時に画像の中心から左右にずれ
た位置に合焦する左右設定（例えば左フレーム７３または右フレーム７４のみが着色表示
）、ＡＦ時に画像の中央、左、右の３点のうちいずれかに合焦する自動設定（例えばＡＦ
フレーム７１が全て着色表示）のいずれかに設定を行うことができる。
【００６２】
　また、Ｓ２２の判定処理においてＯＶＦモードが選択されていると判定された場合、あ
るいはＳ２４の判定処理において位相差検出方式が選択されていると判定された場合は、
顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥを設定不可とする（Ｓ２８）。なお、位相差検出方式でＡＦ制
御を行う場合は、メインミラー１２１ａ及びサブミラー１２１ｂが図３に示すように光軸
Ｌ上に位置しているため、撮像素子１３０に光学的画像が入射せず、したがって顔認識Ａ
Ｆ及び顔中心ＡＥの機能をオンにすることはできない。
【００６３】
　なお、シーンセレクトモードにおけるファインダー設定（ＯＶＦモードまたはＬＶモー
ド）、ＡＦ方式、Ｉ－ＩＳＯ機能の設定についてまとめたものを（表２）及び（表３）に
示す。（表２）は人物撮影関連のシーンセレクトモードにおける設定情報である。（表３
）は人物撮影関連以外のシーンセレクトモードにおける設定情報である。なお、（表２）
及び（表３）のＩ－ＩＳＯ機能の設定内容における「固定」とは、設定内容をＩ－ＩＳＯ
機能オンに固定するという意味であり、ＩＳＯ感度の値を固定するという意味ではない。
【００６４】
【表２】

【００６５】
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【表３】

【００６６】
　　〔２－３－３．その他のモードにおける動作〕
　図５Ｄに示すように、撮像装置１がフルオートモード及びシーンセレクトモード以外の
モードに移行すると（Ｓ３１）、ボディマイコン１１０は、切り換えスイッチ１５におい
てＯＶＦモード／ＬＶモードのどちらが選択されているかを確認する。ＬＶモードが選択
されている場合はＳ３３に進み、ＯＶＦモードが選択されている場合はＳ３６に進む（Ｓ
３２）。
【００６７】
　切り換えスイッチ１５においてＬＶモードが選択されている場合は、Ｉ－ＩＳＯ機能を
オンに設定可能である（Ｓ３３）。
【００６８】
　ここで、ＩＳＯ感度の値は、任意の値に設定することができる。図１０はＬＣＤ１４に
表示されるＩＳＯ感度選択画面を示す。本実施の形態では、十字キー１３の上方向ボタン
１３ａを操作することで、図１０に示す画面を表示させることができる。本実施の形態で
は、図１０に示すようにＩＳＯ感度の設定をＡＵＴＯ（マーク９１）、Ｉ－ＩＳＯ（マー
ク９２）、ＩＳＯ１００相当（マーク９３）、ＩＳＯ２００相当（マーク９４）、ＩＳＯ
４００相当（マーク９５）、ＩＳＯ８００相当（マーク９６）の中から選択することがで
きる。所望のＩＳＯ感度を選択するには、十字キー１３の左方向ボタン１３ｃまたは右方
向ボタン１３ｄを操作して、画面中のカーソル９７を左方向または右方向へ移動させ、所
望のＩＳＯ感度の設定のマークにカーソル９７を合わせた状態でセンターボタン１３ｅを
操作することで、ＩＳＯ感度の設定を確定することができる。なお、図１１は、ＯＶＦモ
ードの時に、十字キー１３の上方向ボタン１３ａを操作した際に表示されるＩＳＯ感度選
択画面である。ＯＶＦモードの時は、Ｉ－ＩＳＯが選択できないようになっている。
【００６９】
　次に、ボディマイコン１１０は、ＡＦ方式の選択内容を確認する。本実施の形態では、
ＯＶＦモードでは位相差検出方式によるＡＦ制御を行うように構成されているが、ＬＶモ
ードでは位相差検出方式と山登り方式とを使用者が選択可能に構成されている。山登り方
式が選択されている場合はＳ３５に進み、位相差検出方式が選択されている場合はＳ３６
に進む（Ｓ３４）。
【００７０】
　次に、ボディマイコン１１０は、ＡＦ方式として山登り方式が選択されている場合は、
顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能を設定可能な状態にする（Ｓ３５）。すなわち、顔認識
ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能は、撮像装置１の電源を投入する度に、従前にされた状態（選
択されたＡＦエリア）に自動設定される。その後は、所定の操作を行うことにより顔認識
ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオフまたはオンにすることができる。
【００７１】
　一方、ボディマイコン１１０は、切り換えスイッチ１５においてＯＶＦモードが選択さ
れている場合（Ｓ３２）、あるいはＬＶモードにおいて位相差検出方式のＡＦ方式が選択
されている場合（Ｓ３４）は、顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能を設定不可とする（Ｓ３
６）。なお、位相差検出方式でＡＦ制御を行う場合は、メインミラー１２１ａ及びサブミ
ラー１２１ｂが図３に示すように光軸Ｌ上に位置しているため、撮像素子１３０に光学的
画像が入射せず、したがって顔認識ＡＦ及び顔中心ＡＥの機能をオンにすることはできな
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い。
【００７２】
　なお、その他のモードにおける切り換えスイッチ１５の設定（ＯＶＦモードまたはＬＶ
モード）、ＡＦ方式、Ｉ－ＩＳＯ機能の設定についてまとめたものを（表４）に示す。な
お、（表４）のＩ－ＩＳＯ機能の設定内容における「固定」とは、設定内容をＩ－ＩＳＯ
機能オンに固定するという意味であり、ＩＳＯ感度の値を固定するという意味ではない。
【００７３】
【表４】

【００７４】
　　〔３．実施の形態の効果、他〕
　本実施の形態によれば、モードダイヤル１２を操作して選択される撮影モードと、選択
されるＡＦ方式とに基づいて、顔認識機能やＩ－ＩＳＯの設定を自動的に行う構成とした
ことにより、使用者における面倒な設定が不要となり、使い勝手を向上させることができ
る。
【００７５】
　なお、本実施の形態では、切り換えスイッチ１５を操作してＬＶモードに移行させるこ
とにより、顔認識ＡＦの動作をオンにする構成としたが、ＬＣＤ１４に表示されるメニュ
ー画面などで顔認識ＡＦの動作をオンにすることにより、ＬＶモードに移行させる構成と
してもよい。
【００７６】
　また、本実施の形態では、図６に示すＡＦエリア選択画面において顔認識ＡＦ（マーク
６１）を選択することにより、ＡＦ方式が山登り方式に自動設定される構成としてもよい
。
【００７７】
　また、本実施の形態では、切り換えスイッチ１５を操作してＬＶモードに移行させるこ
とにより、Ｉ－ＩＳＯの動作をオンにする構成としたが、ＬＣＤ１４に表示されるメニュ
ー画面などでＩ－ＩＳＯの動作をオンにすることにより、ＬＶモードに移行させる構成と
してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　本発明は、デジタルカメラ、ビデオカメラ、カメラ付携帯電話端末などの撮像装置に有
用である。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】実施の形態における撮像装置の外観を示す斜視図
【図２】モードダイヤルの構成を示す平面図
【図３】実施の形態における撮像装置の内部構成を示すブロック図
【図４】実施の形態における撮像装置の内部構成を示すブロック図
【図５Ａ】実施の形態における撮像装置の動作フローを示すフローチャート
【図５Ｂ】実施の形態における撮像装置の動作フローを示すフローチャート
【図５Ｃ】実施の形態における撮像装置の動作フローを示すフローチャート
【図５Ｄ】実施の形態における撮像装置の動作フローを示すフローチャート
【図６】ＡＦエリア設定画面を示す模式図
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【図７】位相差検出方式におけるＡＦエリア設定画面を示す模式図
【図８】ＬＶモードにおける測距方式の選択画面を示す模式図
【図９】ＬＶモードにおける測距方式の選択画面を示す模式図
【図１０】ＩＳＯ感度選択画面を示す模式図
【図１１】ＩＳＯ感度選択画面を示す模式図
【符号の説明】
【００８０】
　１　撮像装置
　１００　ボディ
　　１１　レリーズボタン
　　１２　モードダイヤル
　　１４　ＬＣＤ
　　１５　切り換えスイッチ
　　１１０　ボディマイコン
　　１２１ａ　メインミラー
　　１２１ｂ　サブミラー
　　１２２　ミラー駆動部
　　１２３　シャッター
　　１２３ａ　先幕
　　１２３ｂ　後幕
　　１２４　シャッター駆動部
　　１２５　焦点板
　　１２６　ペンタプリズム
　　１３０　撮像素子
　　１３２　ＡＦセンサ
　　１３３　ＡＥセンサ
　２００　交換レンズ
　　２１０　レンズマイコン
　　２２０　対物レンズ
　　２３０　ズームレンズ
　　２３１　ズームモータ
　　２４０　絞り
　　２５０　ぶれ補正ユニット
　　２６０　フォーカスレンズ
　　２６１　フォーカスモータ
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【図５Ｃ】 【図５Ｄ】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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